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1.　はじめに
2007年4月より2008年3月までの1年間､在外研究
員として､米国カリフォルニア大学ロサンゼルス校
(UCLA)に在籍する機会を得た｡米国での長期滞在は､
ほぼ10年ぶりのことであり､また西海岸での生活は初
めての体験であった｡滞在から見えて来た｢アメリカ社
会｣と｢アメリカ人｣について私なりに考察してみたい｡
2.  ｢ロサンゼルス1｣という街
2.1.いくつもの顔を持つ街
ロサンゼルスと聞くと､青い空の下に一直線にならぶ
ヤシの並木やサーファーたちでにぎわう美しい砂浜､ビ
バリーヒルズの大豪邸や毎年ハリウッドで開催される華
やかなアカデミー賞授賞式などを思い浮かべる人も多い
だろう2｡そのいずれもまさしくロサンゼルスの-光景で
はあるが､様々な顔を持つ大都市の一面にすぎないこと
も事実だ｡
実は現地到着後､典型的な車社会と言われる大都市で
支障なく暮らせるようにと､すぐさま車を購入し､カリ
フォルニア州のドライバーズライセンス3もはどなく取
得したのだが､猛スピードで車の行き交うフリーウェイ
(高速道路)に怖じ気づき､最初の数ヶ月は一般道ばか
りを走っていた｡しかしそのことが図らずも､ロサンゼ
ルスという街の多様性に早くに気づくきっかけを与えて
くれた｡車窓から見る街の様子は刻々と変化し､様々な
顔を見せてくれたのである｡
例えば､街の中心部を東西に横切るウイルシャープル
バード(WilshireBlvd.)という大通りがある｡この通りを
西の終点のサンタモニカから東のダウンタウンまで車で､
あるいはメトロバスで移動してみよう4｡ビーチの開放的
な雰囲気を満喫できるサンタモニカを出発すると､通り
に並ぶパームツリーがほどなくオフィスビルに代わる｡
さらに進むと､フリーウェイⅠ-405とのジャンクション
が見えてくる｡交通渋滞で悪名高いIJAの中でも特に渋
滞の激しい場所だ｡ Ⅰ-405を抜けるとUCLAのあるウエ
ストウッドというエリアである｡通りの両側に高層アパ
ート群を眺めながらさらに直進すると､ほどなく超高級
ブティックが軒を並べるビバリーヒルズのショッピング
街に入る｡現代版｢マイ･フェア･レディ｣とも言われ
る映画｢プリティ･ウーマン｣で､ジュリア･ロバーツ
扮する主人公が買い物をするあの場所だ｡ふと気づくと
行き交うのは高級車ばかりだ｡
その後､美術館なども立ち並ぶオフィス街を抜けた後
は､全米最大規模のコリアンタウンだ｡ハングル文字の
看板が溢れかえり､韓国料理店や食品店が道の両側にひ
しめく｡しばらく行くと､通りの看板の文字がいつしか
スペイン語に代わり､ヒスパニック系住民の多いエリア
に入ったことに気づく｡さらに進むと､前方に高層ビル
郡が出現し､ほどなくダウンダウンのオフィス街に到着
だ｡このように1本の道路を数十キロ進むだけでも､多
様なロサンゼルスを垣間みることができる5｡
2.2.多民族社会ロサンゼルス
全米第二の人口6を抱えるロサンゼルスという大都市
を､一言で表すのは至難の業であるが､ 1年の滞在を経
た現在､最も印象に残っている面を考慮に入れて答える
なら､ ｢人種のサラダボウル｣であろうか｡異なる文化背
景をもつ様々な人種が一つの社会に混在する様を､サラ
ダボウルの中の野菜に見立ててこのように言うのだ｡実
際ロサンゼルスでは､人口の約半数を占めるヒスパニッ
ク系7､そして様々なアジア系も含め､多様な人種がコミ
ュニティーを形成している8｡チャイナタウンやリトルト
-キョ-ばかりではない｡私の住んでいたアパートから
車で数十分の範囲だけでも､アラブ人街､リトルエチオ
ピア､タイタウンと枚挙にいとまがない｡
非白人系移民の流入により､人種構成図に刻々と変化
の見られるアメリカの中にあって､カリフォルニア州で
は早くも2000年に白人の人口が5割を切っているが､
中でもロサンゼルスの白人人口は､現在既に3割以下に
まで減少しており､実に住人の2.5人に1人は外国生ま
れの移民なのだ｡人種の多様性においてもその構成比率
においても､ロサンゼルスは多民族国家アメリカの将来
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図を示す街といえるだろう｡生活をしていても､自分が
よそ者であるという疎外感を感じることがなかったのは､
そういった事情も大いに影響していたのであろう｡
2.3. ｢サラダボウル｣の間溝点
ただ､多民族社会といっても､異なる人々が混じり合
い､溶け合って暮らす｢人種のるつぼ｣からはほど遠い
状態であることも事実だ｡様々な人種がそれぞれのコミ
ュニティを形成していることからも､その現状は見てと
れる｡私の住んでいたアパートの付近でも､数ブロック
北にはカフェやレストランの集まる満酒なエリアがあっ
たが､そこで見かけるのは殆どが白人系であったのに対
し､南に数ブロック下ったところにあるエスニックレス
トランなどでにぎわう大通りでは､ヒスパニック系の
人々を多数見かけたものだ｡先ほど紹介したウイルシャ
-大通りのドライブを通して見えてくるのも､人種によ
って生活圏が分かれていたり､人種間の経済格差が歴然
と存在する事実である｡現状としては､まだそれぞれの
人種が融合することなく別々に暮らす｢サラダボウル｣
により近い状態なのだ｡確かにそれぞれの民族が独自の
文化を維持することは重要なことだ｡しかし､同時に各
民族が緩やかに融合し､共存して行く道が模索されなく
てほならないだろう｡
2005年に公開された｢クラッシュ｣という映画をご存
知だろうか｡アカデミー賞作品賞も受賞したこの映画で
は､人と人とのつながりの希薄な車社会､人種差別や偏
見の問題を抱えた社会､というロサンゼルスの負の側面
が描かれている｡人種の多様性というのはいわば諸刃の
剣であり､社会の活力ともなりうるが､差別や憎悪を助
長する危険性もはらんでいる｡1960年代半ばから行なわ
れてきた､教育や雇用の機会均等をめざすアファーマテ
イブ･アクション(人種差別是正政策)は､米国社会に
おいて一定の効果をあげてきたと言われるが､オバマ政
権誕生を機に､人種間交流をより深める為の新たな政策
が､今後さらに期待されるのではないだろうか｡
ただ､今回の滞在で知り合った大学関係者の中には､
自分とは異なる人種の人をパートナーとしている人たち
も少なくなかった｡また､アパートの職員で､トラブル
の度に何かとお世話になったフリオさんは､スペイン語
を話すヒスパニック系だが､おじいさんが日系アメリカ
人で､簡単な会話なら日本語で交わすこともできた｡家
族の人種構成の多様化が静かに進行する中で､人種間の
壁も徐々にではあるが低くなってきているのではないだ
ろうか｡
3.　キャンパスライフ
3.1.多民族コミュニティUCLA
多様な人種の共存というのは､私が研究で通った
UCLAでは既にごく当たり前のこととなっている｡キャ
ンパスを歩いていると､東洋系の顔立ちをした学生がと
にかく目立つ｡そしてその殆どが留学生ではなく､アジ
ア系アメリカ人の学生だ9｡流暢な英語を操る彼らである
が､仲間同士で話しているのを通りがかりに耳にすると､
聞こえてくるのは殆どが中国語かコリア語であり､日本
語を聞く機会は少ない｡一昔前まで米国の大学でアジア
系といえば､その多くは日本人留学生というのが一般的
で､ 10年前に私が東部の大学院に留学していた際もそう
であった｡キャンパスの人種構成も時代とともに移り変
わってきているようだ｡
UCLAで私が所属していた研究所CLIC (Center for
Language, Interaction, and Culture)はどうかと言え
ば､留学生や私のような客員研究員が世界各国から集ま
っていて､セミナーやデータセッションでは､参加者の
国籍は､アメリカ以外にメキシコ､フィンランド､ドイ
ツ､シンガポール､韓国､日本など様々｡アメリカ人の
中にも異なる人種の人がいて､参加者十数名中白人系ア
メリカ人は2､ 3名､というような状況も珍しくはなか
った｡米国社会全体ではまだまだ課題が残る人種の多様
化であるが､大学というアカデミックな世界においては､
人種や国籍の異なる様々な人々の存在が多いにプラスに
働いていることを肌で感じた｡
3.2.タフな大学院生
アメリカの大学では(少なくとも私が専門とする社会
言語学/相互行為研究分野においては) ､大学院生と研究
者の垣根もまた非常に低い｡特に博士論文の準備段階に
入っている院生たちは研究者の卵として扱われ､様々な
研究会等でも研究者に伍して積極的に発表を行なう｡一
方､研究者が多数参加する大学院の演習授業も珍しくな
く､そこでは皆が平等に扱われ､活発な議論が交わされ
た｡他大学からの訪問者が飛び入りで発表をすることも
珍しいことではなく､授業料を支払い､科目履修をして
いる院生たちは､うかうかしていると他の参加者たちに
発表や発言の場を奪われかねない｡授業である限りはや
はり履修学生たちを第一に考えるべきではなかろうか､
とハラハラすることもあったが､それは日本的な発想な
のだろうか｡
いずれにせよ､私の心配は杷憂に終わり､院生たちは
皆過酷な(?)環境に負けずに､積極的に発表や発言の
場を確保していた｡それも院生たちに課せられた試練と
考えるべきなのかもしれない｡アメリカの大学院生はタ
フで行動派でなければ務まらないのだ｡皆､生活費や授
業料を捻出するため､あるいは奨学金を得る為に､大学
内でTA (TeachingAssistant)やRA (Research
Assistant)等､教育や研究の補助業務の仕事を週に何時
間もこなし､さらに単位取得や資格審査の為の提出期限
の迫った論文を複数抱えながら､研究会や学会での発表
にも積極的に参加していた｡
ロサンゼルス滞在から見えて来た｢アメリカ｣
3.3.サンタバーバラへ
私の研究分野である相互行為研究は､カリフォルニア
ではUCLAと共にUCSB (カリフォルニア大学サンタ
バーバラ校)でも大変盛んで､研究会やセミナー等でサ
ンタバーバラに出かける機会は何度かあり､院生の車に
便乗させてもらうこともあった｡ある日帰りのケースで
は､交通渋滞を避けて早朝まだ日の昇らないうちから出
発｡終日向うの大学で研究セッションに参加した後､帰
りも渋滞を避け､サンタバーバラのダウンタウンで食事
を済ませてから､目の落ちた暗いフリーウェイを猛スピ
ードで飛ばして戻ってきた｡それでも翌朝何事もなかっ
たようにセミナーで活発にディスカッションに参加して
いる院生たちを見た時には､やはり若いことは素晴らし
いと思わずにはいられなかった｡
なお､サンタバーバラはロサンゼルスから車で2時間
弱の風光明楯な街で､日帰り旅行も可能である｡フリー
ウェイを利用するよりは若干時間がかかるが､海岸沿い
のPacific CoastHighwayを行くと､天気の良い目には
海岸沿いの素晴らしい景色を堪能しながらのドライブを
楽しむことができる10｡
4.　アメリカ人らしさとは
4.1.ホームパーティー11
先に紹介した授業風景からもご想像いただけると思う
が､アメリカ社会は､少なくとも私の体験した範囲では､
非常にオープンでフレンドリーだ｡仲間内ではホームパ
ーティーも盛んで､ 1年間滞在すると､何度か招待され
る機会にも恵まれるが､そこでもそういったアメリカ人
のスタイルを確認することができる｡
まずこういったホームパーティーには､参加者の誰か
と何らかのつながりのある人ならだれでも歓迎されるの
で､家族やパートナー､あるいは友達を同伴するケース
も多い｡ホストは場所の提供者という程度の位置づけで､
準備のための過大な負担がかからないよう､招待客がそ
れぞれ自宅で作った一品を持参する｢持ち寄りパーティ
ー(pot-luckparty)｣が主流だ｡勿論忙しかったり､料
理が苦手な人は､スーパーで出来合いのお惣菜等を買っ
ていけばよい｡手の込んだものを用意する必要はなく､
どんな品でも喜ばれるし､服装も皆勿論カジュアルな普
段着のままだ｡当日は初対面の人も沢山いる中､色んな
人と知り合うことができ､交遊の輪が広がって行く｡明
るく気さくな雰囲気の中での軽やかな交流｡それが私の
経験したアメリカ流の人とのつきあい方だ｡
4.2.アメリカ流のつきあい方
｢軽やかな｣つき合い､といっても､当たり障りのない
話題ばかりという訳ではない｡アメリカ人はなぜかプラ
イベートなことを好んで話す｡特に自分の家族にまつわ
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る話等は､子供の話題から､過去の結婚や離婚について
まで､あっけらかんと話す人が多い｡授業中にもふと脱
線した際に､担当教員の口から娘の話が出てくるという
ことは､日本でもあり得ない話ではないだろうが､自分
の妻のかつての恋人も話に堂々と登場する｡しかしそう
いったプライベートな話をたとえば個人的にされたから
といって､それが話者間の友情を深める役割を果たして
いるかというと､そういうわけでもないのである｡アメ
リカ社会での人とのつきあいには､｢関係を深め合って行
く｣というようなことが何故か無いように思う｡そして
結果的にその｢親密性の欠如｣によって､軽やかで良好
な人間関係が維持されているような気がする｡それがよ
いのか悪いのかは､人にどういう関係を求めるかによっ
て変わってくるから一概に言えないが､｢わいわい楽しめ
る仲間は沢山できても､親友と呼べるアメリカ人はなか
なかいない｣と語る留学生が多いことには､ある意味で
領いてしまうところがある｡
多民族社会の中で､様々な価値観や生活習慣をもった
人々が共存を図るためには､ ｢他人の領域に踏み込まな
い｣という暗黙のルールが必要ということとも関連があ
りそうだ｡こういった特徴は､ 10年前の東海岸での大学
院時代､さらに昔､学部時代に中西部に留学した際の友
人や知り合いたちの人間関係にも見られた｡そう考える
と､長年主にアングロサクソン系を中心とした非ヒスパ
ニック系白人の築いて来たアメリカンスタイルと考える
ことも出来る｡そしてそれが今､人種的に多様化するア
メリカ社会にも浸透しつつあるように見受けられる｡し
かし､今後も確実に進行していく人種構成の変化は､こ
ういった｢アメリカ的｣と捉えられている人間関係に､
どういった影響を及ぼすのだろうか?アメリカ人の知り
合いたちからは､仕事や研究や学業で忙しくして他人の
人生に深入りしている暇などないだけのこと､というよ
うな答えが返ってきそうであるが､いずれにせよ当面は､
そういった｢明るく気さくな雰囲気の中での軽やかな｣
人間関係が､変わらず続いて行くのであろう｡
5.　おわりに
ロサンゼルスから帰国し､早10ケ月が過ぎた｡徐々
に過去のものとなりつつある昨年の出来事を､いろいろ
と思い出しながら､本稿ではロサンゼルスという街や､
そこでの日々の生活について紹介しながら､そこから見
えてきた｢アメリカ｣的なものについて考察してみた｡
ところで話は突然変わるが､日本の若者が海外-の関
心を失ってきているという話を最近よく耳にする｡確か
に経済成長を遂げ､成熟国家となった日本で生まれ育っ
た世代にとって､海外は､特に物質的な面では､もはや
強いあこがれを感じる対象ではなくなっているのだろう｡
しかし､そういう時代だからこそ､心地よい状態に安住
せず､より広い世界に飛び出してほしいと思う｡この報
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告がそういった気持ちをかき立てる内容になっているか
どうかは甚だ心許ないが､ひとりでも多くの若者が､未
知な世界､異質な世界に対する好奇心を持ち､視野を広
げて行ってくれることを願って､この文章を締めくくり
たいと思う｡
注
1ロサンゼルスは日本では｢ロス｣と略されるが､この略称
は現地では通じない｡街の名称は天使(the angels)のスペイ
ン語であるlos angelesに由来する｡ Losとはすなわち英語で
はtheに当たる定冠詞なのである｡英語､スペイン語では
IJA (エル･エー)と略される｡
2通常｢ロサンゼルス｣という場合､関東平野がすっぱり収
まるほど広大な｢ロサンゼルス郡｣ (LosAngeles County)
全体をさす｡郡内にはその中心となるロサンゼルス市のほ
か､ビバリーヒルズ市､サンタモニカ市､ウエストハリウ
ッド市などが存在する
3ァメリカでは運転免許証は州によって発行され､取得の為
の条件や手続き等は州によって異なる｡免許証は身分証明
書(ID)としても利用され､運転をしない人は別にカリフォル
ニアIDという身分証明書を申請できる｡
4ロサンゼルス交通局(MTA)が運行するメトロバスの急行
720番(Metro Bus Rapid 720)がこのルートを走っている｡
時刻表によるとサンタモニカからダウンタウンまで40-50
分となっているが､平日の渋滞に巻き込まれると倍近くの
時間がかかることもあるので注意が必要だ｡
5このルート沿いに高層ビル群を2カ所紹介したが､ロサン
ゼルスにおいて高層ビル群は比較的珍しい存在だ｡ハリウ
ッドの北にそびえるグリフィス天文台から街全体を眺める
と､基本的には非常にnatな街であることがわかる｡あるい
はフライトによってはロサンゼルス国際空港-着陸する際
に､空から街全体を僻轍することもできる｡
6ロサンゼルス市の人口は385万人｡人口814万人のニュー
ヨーク市に次いで全米第二の都市である｡ (いずれの数値
も2005年のもの)
7ヒスパニックとは｢ラテンアメリカのうちスペイン語を話
す地域の文化または人々の｣という意味で､正確には｢人
種概念ではなく､自分あるいは祖先がスペイン語圏のラテ
ンアメリカ地域出身であるかどうかという出自の意識､ -
アイデンティティの概念｣ (ウイキペディア)である｡
8ロサンゼルス観光局公表の数値によると､人口の人種構成
は(いずれかの人種の)ヒスパニック系47.0%､ (非ヒス
パニック系)白人29.5%､アジア系12.9%､アフリカ系8.8%､
アメリカインディアン及びその他1.8%となっている｡
92UCLA Undergraduate Profile: Fall 2006によると､学部
の新入生の44%がアジア系で白人の31%を上回っている｡そ
の他ヒスパニック系が13%､黒人が2%｡留学生は3%となっ
ている｡また､キャンパスを行き交う学生は学部学生が多
いように見受けられるが､大学院では､学生の人種構成や
留学生の比率は専門によっても異なるようである｡
10ヵリフォルニアというといつも｢晴天｣のイメージで捉
えられる傾向があるようだが､実際はそうではない｡季節
にもよるが､海岸沿いは気候の変化が内陸部より激しく､
特に朝方は曇りの日も珍しくはない｡
11ここで述べるのは､過去には留学生として､そして昨年
度は研究員として､アメリカ社会の中の限られた環境にお
いて私が経験したことに基づいた個人的な見解であること
をお断りしておく｡
